
2022年度 各授業学習目標・内容    科目名：2年必修選択ピーススタディ 

授業日 5/24(火) 1学期授業回数   5回目 / 全 9回    

学習目標 逆説的（パラドキシカル）な見方ができるようになる（３回目授業の確認） 

   （権威・常識を疑うことができるようになる） 

知的な思考の到達点として、二元論的思考から脱却できるようになる。 

時間 

授業内容 

45分 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ワークシート④に記入しながら、逆説的な見方のができる意義を再確認する。 

◇ ロラン･バルト『物語の構造分析』（みすず書房・１９７９年）における「作者の死」と

いう言葉から、権威に対峙する姿勢を意識する。 

◇映画化された『容疑者Ｘの献身』（東野圭吾）を教材に、映画は作者・東野圭吾の手をに

離れており、読者（監督）のものになっていることから、上記「作者の死」を確認する。 

◇二元論的思考方法は分かりやすいが、単純化するあまり複雑な状況を把握する上で障害に

なることを確認する。 

 『護憲的改憲論』（松竹伸幸）における「“戦争”と“平和”は対義語なのか」 

という考え方を通して。 

評価方法 ◇自ら二元論を見つけようとしているかという姿勢を評価基準とする。 

宿題指示 ◇身の回りにある「二元論的思考・発想」を探してくる。 

 

 

 


